
11月定例会
■定例会のあらまし ■一般質問 ■予算特別委員会
■常任委員会 ■調査特別委員会 ■新・常任委員会
■新・調査特別委員会 ■その他

ラウンジコンサート開催!!
より「リアル」に（インターネット中継・録画配信中）
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再生可能エネルギーの普及拡大は，温室効

果ガス削減に向け最優先に進める必要があり

ますが，施設の設置が環境面に与える影響を

懸念する声も多く，地域との共生は大きな課

題となっています。そのため，大規模な森林

開発の抑制と発電施設の適地誘導の両立を目

指し，9月定例会で独自課税の導入方針を表

明しました。現在，審議会への諮問を行うと

ともに有識者からの意見聴取も進めており，

様々な見地から御意見を伺いながら，その可

能性を検討していきます。

業者の電力コスト削減に向けた設備導入や養

殖業における出荷用包装資材費に対する助成

を行うなど，農林水産分野における負担軽減

を図ります。

3月に発生した福島県沖を震源とする地震

への対応としては，これまでの計画認定や被

災事業者の意向などを踏まえ，グループ補助

金の追加計上を行います。

このほか，地方財政法に基づき令和3年度

一般会計決算剰余金を財政調整基金に積み立

てるとともに，災害防止を目的とした盛土総

点検において課題のあった箇所に対する地す

べり防止対策の実施に要する経費を計上する

ほか，来年開催される「G7仙台科学技術大臣

会合」に向けた体制整備を進めます。また，

河川管理や道路の除融雪など今年度末から来

年度初めにかけて行う必要がある公共事業費

や指定管理者制度による公共施設管理運営業

務委託費について債務負担行為を設定してい

ます。

この結果，今年度の予算規模は，一般会計

で1兆2,369億2,400余万円，総計で1兆7,130

億6,900余万円となります。
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・県制150周年記念事業について

・新たな産業廃棄物最終処分場について

・特別史跡多賀城跡附寺跡について ほか

˗
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感染症関連の施策としては，昨今の著しい

物価高騰を踏まえ，国において創設された

「電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地

方交付金」を活用し，生活者・事業者の皆様

に対する幅広い物価高騰対策を実施します。

具体的には，省エネ性能が高い家電等への

買換え促進や，高校生等奨学給付金受給世帯

に対する上乗せ給付による経済負担の軽減の

ほか，生活困窮世帯を対象に灯油購入費へ助

成を行う市町村を支援します。

また，燃油価格高騰の影響を軽減する観点

から，医療機関や保険薬局，生活衛生事業者

や倉庫事業者などを新たに支援するとともに，

交通事業者や貨物運送事業者，社会福祉施設

などへの支援を拡充します。さらに，社会福

祉施設等における省エネ設備の導入や農業生

産現場における穀類乾燥機の更新，農業水利

施設の修繕補修等について，更なる需要が見

込まれることを踏まえ，予算を追加計上しま

す。このほか，国が実施する肥料価格高騰対

策への上乗せ支援や畜産農家の配合飼料購入

費への追加支援を行うとともに，水産関連事
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日本三景松島は，国道45号が海岸近くを通

り大型車の通行量が多く，慢性的な交通渋滞

や観光客の安全確保が長きにわたり課題と

なっていました。そのため，安心して周遊で

きる沿道環境の実現や道路空間を活用した賑

わい創出などを目的に，多くの関係機関の御

協力の下，車両通行を規制する大規模な社会

実験を実施しました。我が県が誇る観光地の

更なる魅力向上は，私にとっても念願であり，

アフターコロナにおける観光需要を取り込ん

でいく上でも大きな意義があると考えていま

す。取組の成果や明らかになった課題をしっ

かりと検証した上で，今後の対応を検討して

いきます。



■令和4年12月1・2・6・7日
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近年，低出生体重児の出産が増加しているが，長期的な疾病や障害を合併する割合が高いことが知
られており，今後，重症心身障害児者が増加する可能性があるとの見解が示されている。

長期入所病床の不足解消や単独型の医療型短期入所病床の増床整備など，重症心身障害児者やその
家族が安心して暮らすための支援について伺う。

その他の質問 地方自治の在り方，「国と地方の役割分担」について/
再生可能エネルギー発電新税に関する課税の在り方について/園芸産出額倍増等，農政について/
公設日本語学校開設や貞山堀の活性化等，宮城の地域経済活性化について/
不登校特例校連携やキャリア教育の推進について／

その他の質問 障がい者福祉政策について
エネルギーを取り巻く社会的状況とエネルギー政策について

ᵲⱪּיϒχ◦כ ʼẶτ ΦϥּזᵓχםᾝτνΜο

録画
クリック!!

医療型短期入所事業所については，「医療型短期入所モデル事業」の成果もあり，事業開始前の4
事業所から11事業所まで増加している。

重症心身障害児者及びその御家族への支援については，入所サービスのほか，通所や訪問サービス
も含めた総合的な支援体制の整備が必要であり，現在進めている障害者プランや障害福祉計画の見直
しに合わせて，関係機関や当事者団体等の意見を聞きながら，支援の在り方について検討していく。

みやぎ県南中核病院での分娩再開について令和2年2月定例会で，知事に早急な対応を求
めたところ「できる限りの対応をしていく」とのことでしたが，あれから2年以上経過し，
周産期医療の状況は変わっておらず分娩がまだ再開されていない。分娩再開のための医師
確保にこれまでどういった対応をされてきたのか伺う。

分娩再開に向けた産科医師の確保については，憂慮すべき状況だと認識している。
産科医師の不足は全国的な問題であることから，県ではドクターバンク事業のほか，県

外から転入する産科医師に対する奨励金の交付や，東北医科薬科大学のA方式宮城県枠に
係る「特定診療科」の指定による産科医師への誘導などの対応をしてきた。

また，産科医師を目指す専攻医を指導する医師の人件費を補助するなど，産科医師の育
成支援にも努めている。

録画
クリック!!

目次へ

クリック!!

議員
名簿

クリック!!

議員
名簿
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その他の質問 物価高騰対策・困窮者生活支援について
被災者支援の在り方について
新型コロナウイルス感染症対策について
外国人技能実習生の受入れについて

精 神 医 療 セ ン タ ー の 富 谷 へ の 移 転 構 想 に つ い て は ， 県 内 で 精 神
科 医 療 の 実 践 に 深 く 関 わ る 方 々 か ら 「 根 本 的 に 誤 っ た 認 識 に 基 づ
い た 構 想 」 と 指 摘 さ れ て い る 。 労 災 病 院 と の 「 合 築 」 に 関 わ る 基
本 合 意 の 協 議 に も 大 き な 影 響 を 与 え る と 思 う が ， ど う か 。

関 係 者 と の 意 見 交 換 は 非 常 に 重 要 で あ る と 認 識 し て い る 。 一 般
社 団 法 人 宮 城 県 精 神 科 病 院 協 会 及 び 宮 城 県 精 神 神 経 科 診 療 所 協 会
の 長 は あ り 方 検 討 会 議 の 委 員 で も あ る 。 し っ か り 意 見 を 聞 い て 協
議 に 反 映 し て い き た い と 考 え て い る 。

録画
クリック!!

目次へ

クリック!!

議員
名簿

クリック!!

議員
名簿
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仙 台 エ コ ー 医 療 療 育 セ ン タ ー の 増 床 や 移 行 期 医 療 へ の 対 応 に は 医 師
の 確 保 が 必 要 で あ り ， 保 護 者 等 も 東 北 大 学 や 東 北 医 科 薬 科 大 学 に 対 し
て 配 置 要 望 を 行 う よ う 求 め て い る と 聞 く が ， 県 と し て は い か が か 。

その他の質問 新・宮城の将来ビジョン「社会全体で支える宮城の子ども・子育て」について/
県の観光施策について/宮城県農林水産物・食品輸出促進戦略について
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録画
クリック!!

重 症 心 身 障 害 児 者 の 対 応 に 当 た っ て は ， 専 門 的 医 師 を は じ め と し た
医 療 ス タ ッ フ の 確 保 も 大 き な 課 題 で あ る と 認 識 し て い る 。

特 に ， 長 期 入 所 を 必 要 と す る 重 症 心 身 障 害 児 者 に 対 応 で き る 医 師 は ，
そ の 専 門 性 と 経 験 を 有 す る 人 材 を 確 保 す る こ と が 非 常 に 難 し い 現 状 で
あ る 。

ま ず は ， 関 係 機 関 や 当 事 者 団 体 等 の 意 見 を 聞 き な が ら ， 県 と し て も
医 療 ス タ ッ フ の 確 保 の 役 割 を 検 討 す る 。

Ӻ ІЌАТχᶎ χ ᶤϬᾁ βϥ ρᵕ



安 全 確 保 や 環 境 保 全 を 目 的 に ， 再 生 資 源 物 の 屋 外 保 管 を 行 な う
者 が 守 る べ き 義 務 を 条 例 化 し 効 果 を 上 げ て い る 自 治 体 も あ る 。 時
代 に 即 し た 対 応 と 思 う が ， そ の 認 識 を 伺 う 。

“ꜛⱵ Ϭ╥―τΰσΥϣ ᴂϬᾁ ρᵕ

その他の質問 県の観光政策について

その他の質問 UPZ区域の防災対策強化について
行政職員の人材育成とリフレッシュについて

← ọⱧỘḁ ῇχ ᴿ τνΜο

録画
クリック!!

クリック!!

議員
名簿

千 葉 市 に お け る 「 再 生 資 源 物 の 屋 外 保 管 に 関 す る 条 例 」 は ， 屋
外 保 管 事 業 場 の 設 置 へ の 許 可 制 の 導 入 や 保 管 基 準 の 制 定 ， 罰 則 規
定 ， 住 民 等 へ の 説 明 会 の 義 務 化 な ど ， 保 管 状 況 の 改 善 に 効 果 が 期
待 で き る も の と 認 識 し て い る 。 県 と し て は ， 県 内 に お け る 屋 外 保
管 事 業 場 の 実 態 を 把 握 し た 上 で ， 千 葉 市 等 の 状 況 も 参 考 に し な が
ら ， 住 民 の 生 活 環 境 保 全 上 の 課 題 に 対 す る 対 応 に つ い て 検 討 し て
い く 。

一次産業における環境の激変。特に地球温暖化への対応について伺う。
基幹となる水稲の主力品種について，現在の温暖化に対応した新たな品種を切望する声が，多数寄せら

れているがどうか。
また，水産業の持続性と，ブルーカーボンの推進，生物多様性等，何重にも効果のある浅海地域の藻場

造成について，対応はどうか。

他県の銘柄米に対抗できる品質と食味を持ち，近年の高温障害に対応した品種の育成は喫緊の課題である
ことから，古川農業試験場ではみやぎ環境税を活用し昨年度から研究に取り組んでいる。（農政部長）

北中部沿岸域を中心に「磯焼け」が発生しており，「宮城県藻場ビジョン」に基づく漁場環境の整備やウ
ニ除去など，藻場保全活動への支援を進めている。また，松島湾内では，環境特性や海藻の種類に応じた藻
場造成が図られるよう，地元関係者への活動支援なども含め，対策を検討する。（知事）

クリック!!

議員
名簿

録画
クリック!!

目次へ
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滋 賀 県 で は ， 平 成 1 0 年 か ら 「 男 女 共 同 参 画 社 会 づ く り 副 読 本 」 を
作 成 し ， 男 女 共 同 参 画 の 視 点 に 立 っ た 教 育 の 充 実 を 図 っ て お り ，
小 ・ 中 ・ 高 等 学 校 用 に 加 え て ， 家 庭 用 も 作 成 さ れ て い る 。 こ の よ う
な 副 読 本 の 存 在 を ど の よ う に 受 け 止 め て い る か 伺 う 。

その他の質問 ひきこもり支援について
東北学院大学新キャンパスにおける課題について

その他の質問 県の観光振興の取組について
塩釜地区の港湾整備及び離島振興策について
松島の交通社会実験について

ễӾ“ τνΜο

録画
クリック!!

現 在 ， 我 が 県 で は ， ホ ー ム ペ ー ジ に ， 子 供 向 け の 男 女 共 同 参 画 に
関 す る 啓 発 資 料 を 掲 載 し ， 教 員 研 修 会 等 に お い て 活 用 を 促 し て い る
ほ か ， 小 冊 子 を 作 成 し ， 県 民 を 対 象 と し た セ ミ ナ ー や ， 高 校 ， 大 学
で 開 催 す る ワ ー ク シ ョ ッ プ な ど で 配 布 し ， 普 及 啓 発 を 行 っ て い る 。

滋 賀 県 が 作 成 し た 副 読 本 に つ い て は ， 児 童 ・ 生 徒 が 理 解 を 深 め る
う え で 有 効 な も の で あ る と 考 え て お り ， 今 後 の 取 組 の 参 考 と す る 。

鹽 竈 神 社 の 門 前 町 エ リ ア の 周 辺 道 路 を 有 効 に 活 用 し た ， 賑 わ い
創 出 に 向 け た 取 組 に つ い て 伺 う 。

門 前 町 エ リ ア の 更 な る 魅 力 向 上 に 向 け て ， 賑 わ い の あ る 道 路 空
間 の 構 築 を 目 的 に 創 設 さ れ た 「 歩 行 者 利 便 増 進 道 路 制 度 」 い わ ゆ
る 「 ほ こ み ち 制 度 」 を 活 用 し ， 地 域 の 方 々 と 意 見 交 換 を す る 場 を
設 け な が ら ， 引 き 続 き ， 国 や 塩 竈 市 と 連 携 し ， 門 前 町 に 相 応 し い
道 路 空 間 づ く り に つ い て 取 り 組 ん で い く 。

録画
クリック!!

目次へ

クリック!!

議員
名簿

クリック!!

議員
名簿
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令 和 5 年 度 か ら 部 活 動 の 地 域 移 行 が 始 ま る が ， 県 内 の ほ と ん ど の
市 町 村 に お い て 内 容 や 開 始 時 期 が 決 ま っ て い な い 。 子 供 た ち や 保 護
者 は 困 惑 し て お り ， 県 の 部 活 動 に 対 す る ガ イ ド ラ イ ン を 作 成 す べ き
で は な い か と 考 え る が い か が か 。

その他の質問 仙台国際空港について

その他の質問 反社会的カルト集団，統一協会の問題とジェンダー平等について
現場が切実に求める子ども・子育て支援について
学校給食の無償化とオーガニック化について
みやぎゼロカーボンチャレンジ2050戦略について

ᶘ ễӾχᴿ τνΜο

録画
クリック!!

国 の 検 討 会 議 の 提 言 を 受 け ， 市 町 村 へ の ア ン ケ ー ト 調 査 や 情 報 交
換 会 な ど を 実 施 し た が ， 移 行 に 際 し て の 様 々 な 課 題 が 指 摘 さ れ ， 多
く の 市 町 村 で は 実 施 に 向 け た 具 体 的 な 道 筋 を 描 く に は 至 っ て い な い 。

県 教 育 委 員 会 と し て は ， 今 後 示 さ れ る 国 の ガ イ ド ラ イ ン の 内 容 を
踏 ま え ， 県 の ガ イ ド ラ イ ン を 令 和 4 年 度 中 に 策 定 す る 。

知 事 発 案 の 「 孫 休 暇 」 創 設 は ， 今 で も 様 々 な ハ レ ー シ ョ ン を 起 こ し て い る 。
私 は 9 月 議 会 に お い て ， 全 国 1 5 県 が 実 施 し て い る ， 子 ど も の た め な ら 何 に で
も 使 え る よ う な ， と り わ け ， 教 職 員 の 処 遇 改 善 に 繋 が る よ う な ， 特 別 休 暇 の
要 件 緩 和 と 日 数 増 を 求 め た が ， 改 め て 見 解 を 伺 う 。

子 育 て に 関 す る 特 別 休 暇 制 度 に つ い て は ， か ね て よ り 職 員 団 体 か ら ， 授 業
参 観 な ど を 目 的 と し た 制 度 の 創 設 に つ い て 要 望 が あ り ， 人 事 委 員 会 と 調 整 を
進 め て き た 。 こ の た び ， 本 日 付 け で 人 事 委 員 会 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 が
公 布 さ れ ， 令 和 5 年 1 月 か ら ， 入 学 式 や 卒 業 式 ， 授 業 参 観 な ど の 学 校 行 事 へ
の 出 席 を 目 的 と し た 特 別 休 暇 が 新 た に 認 め ら れ る こ と と な っ た と こ ろ で あ り ，
有 効 に 活 用 し て い た だ き た い と 考 え て い る 。

録画
クリック!!

目次へ

クリック!!

議員
名簿

クリック!!

議員
名簿

ᶘ “Ⱨ χθϛχ Ẉᴭ Ϭ ρᵕ

ᾉχϹϱЖжϱрϬ 4 τ├ ρᵕ
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猫 の 殺 処 分 ゼ ロ を め ざ し ， 県 は 飼 い 主 の い な い 猫 の 不 妊 去 勢 手 術 費 用 の 助
成 を 行 っ て い る が ， ニ ー ズ が 多 い た め 年 内 で 予 算 が 枯 渇 す る 見 込 み で あ る 。
来 年 1 月 か ら 3 月 ま で の 手 術 に も 補 助 金 を 支 給 で き る よ う ， 予 算 を 拡 充 す べ き
と 思 う が ど う か 。

その他の質問 こども・子育て政策について/4病院再編について/
帯状疱疹予防について/ギャンブル依存症対策について/
動物愛護行政について/水道事業の諸課題について/

その他の質問 宮城県における現況の経済状況について

ⱥΜ︠χΜσΜ χ╙ ⌡ᾚϒ ▄ᶈ Ϭ

録画
クリック!!

クリック!!

議員
名簿

飼 い 主 不 明 の 猫 の 不 妊 去 勢 手 術 に つ い て は ， 令 和 元 年 度 か ら は 予 算 を 拡 充 し ，
手 術 可 能 な 頭 数 を 6 0 0頭 か ら 8 0 0頭 に 増 や す な ど 事 業 を 拡 充 し て き た 。 県 と し
て は ， 飼 い 主 不 明 の 猫 の 削 減 に つ い て は ， 不 妊 去 勢 措 置 が 有 効 で あ る と 認 識 し
て い る こ と か ら ， 手 術 可 能 な 頭 数 や 予 算 の 拡 充 に つ い て ， 県 獣 医 師 会 と 協 議 し
な が ら ， 増 額 も 含 め 引 き 続 き 検 討 す る 。

わ が 県 の 治 水 対 策 に 係 る 整 備 水 準 に つ い て ど う か 。 ま た ， 今 後 の 計 画 作 成 に
当 た っ て は ， よ り 高 い 整 備 水 準 を 基 本 に で き る よ う 国 に 強 く 働 き か け る べ き と
思 う が ど う か 。

県 で は ， 過 去 の 降 雨 実 績 に 基 づ き ， 長 期 的 な 視 点 に 立 っ た 河 川 整 備 の 基 本 的
な 事 項 を 定 め る 「 河 川 整 備 基 本 方 針 」 を 策 定 し ， ま た 。 早 期 に 整 備 効 果 が 発 現
で き る よ う 具 体 的 な 治 水 対 策 を 定 め た 河 川 整 備 計 画 に 基 づ き ， 3 0 年 か ら 1 0 年 に
一 度 の 降 雨 に 対 応 し た 整 備 を 進 め て い る 。

一 方 ， 国 で は ， 整 備 の 基 本 と な る 計 画 流 量 に つ い て 「 過 去 の 降 雨 実 績 に 基 づ
く も の 」 か ら 「 気 候 変 動 に よ る 降 雨 量 の 増 加 な ど を 考 慮 し た も の 」 に 見 直 し た
上 で ， 河 川 整 備 基 本 方 針 の 改 定 を 進 め て い る 。

県 と し て は ， こ の 見 直 し を 踏 ま え ， 関 係 機 関 と 連 携 し ， 県 管 理 河 川 の 基 本 方
針 及 び 整 備 計 画 の 改 定 を 順 次 進 め な が ら ， 河 川 整 備 に 取 り 組 む 。 クリック!!

議員
名簿

録画
クリック!!

目次へ

ẋ ᾉχḾṐḚ τνΜο

ᴱ χṁ ẉό ὓᵊχᵠ Ϭ ϛσΥϣʼᴱ τ︡Ϥ Ϛ ρᵕ
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σᶘόʾạ χᶎ τνΜο

仙台市内の保護者から「小学校の欠席届をオンライン化して欲しい」という要望を多くも
らう。簡単なアプリを活用することで，保護者だけでなく，忙しい時間帯に欠席届の電話が
重なる教職員の業務・ストレスが軽減されるとすれば活用すべきである。児童生徒の欠席届
アプリについて，県立高校や小中学校の使用状況はどうか。

χϾϯМϳІϬ ḧӦ ᴦ ρΰθ ρᵕ

ớ σᶨ Ϭ β ρᵕ

その他の質問 みやぎの子育て支援・人材育成について/「DXは社会課題を解決するツール」について/
高速道路定額制による地域活性化について/
協同労働による持続可能で活力ある地域づくりについて/

その他の質問 津波対策について/宮城県産米の販売促進について/
洋上投票について/

ὧ χϷржϱрᴟτνΜο

録画
クリック!!

県立高校においては，約22%の学校で，仙台市以外の小中学校においては，約24%の学校
でそれぞれオンラインを用いた欠席連絡を実施している。

実施している学校からは，電話がつながらないといった不便さの解消，欠席連絡が確実に
伝わるなどのメリットが報告されている。

今後，各種会議において学校や市町村教育委員会へ活用事例等を周知し，積極的な活用を
促す。

義務教育段階にある児童生徒が学校以外の民間施設を利用すると経済的な負担を余儀な
くされている現状について，認識はどうか。また，負担軽減のために民間委託を広く採用
すべきと思うがどうか。

登校していない児童生徒が民間施設等を利用する際の経済的負担については，課題であ
ると捉えており，その支援については，全国都道府県教育長協議会等を通して国へ働き掛
けているところである。

また，公的な仕組みの中で民間の力を活用できるよう，「みやぎ子どもの心のケアハウ
ス」の機能を民間団体に委託可能としたほか，ケアハウスからフリースクール等に専門職
員を配置可能としており，保護者の経済的負担軽減につながると考えている。

今後も，心のケアハウスを民間委託している多賀城市の取組等について関係者と情報共
有し，公的機関と民間施設等との連携を促す。

録画
クリック!!

目次へ

クリック!!

議員
名簿

クリック!!

議員
名簿

ԁ ṳԌ
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県精神科病院協会の見解では，興奮状態の患者搬送は救急隊から断られるため家族が連れ
ていくしかないので，遠方から移送することは極めて困難でセンターがどこに移転しても恩
恵に与るのは近隣の人に限定されるとしている。また，現センターへの救急患者は仙台市か
ら多いことから，移転したとしても仙台市の利用が高く，他市町村の利用が上がることは想
定できないと指摘しているがどうか。

5› Τϣ6› τ οΜϥ ρᵕ

ЈрЌ˔ρΰοχ ᶤϬᴮθβθϛ ״ τ ρᵕ

その他の質問 宮城県美術館リニューアル後に向けて/ウィズコロナについて/
人口減少社会を迎えた県政の諸課題について/

その他の質問 都市計画道路宮沢根白石線の未整備区間の解消について
新たな産業廃棄物最終処分場問題について
吉田川の特定都市河川指定に向けて
再生エネルギー導入と環境保全等の両立に向けて

4 Ԛ ›ʾ› ӱ τνΜο

録画
クリック!!

措置入院の搬送については必ずしも距離だけの問題ではないが，現状，仙台市及び県南部
からの搬送が多く，県北部からも措置入院の搬送が可能であることが望ましいと考えている。

加えて，県の今後の精神医療の在り方を考える上で，地域包括ケア，児童思春期外来，依
存症，災害精神医療などについても，センターとしての役割を果たすためには県の中央部が
望ましいと考えている。

4 病 院 再 編 構 想 の 推 進 に 当 た り ， 知 事 は 年 度 内 の 基 本 合 意 を 目
標 に し て い る と 明 言 し て い る が ， 現 時 点 に お け る 進 捗 状 況 を 登
山 に 例 え る と ， 何 合 目 に 来 て い る 感 覚 を 持 っ て い る の か 伺 う 。

難 し い 質 問 で あ る が ， 感 覚 的 に は 5 合 目 か ら 6 合 目 の 辺 り に 来
て い る と 考 え て い る 。

録画
クリック!!

目次へ

クリック!!

議員
名簿

クリック!!

議員
名簿
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■総 括 質 疑 令和4年12月8日

目次へ
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赤字路線の廃線が検討されているが，地域住民の通勤や通学の役割を担うローカル線の
存続は重要であり，観光ローカル線としても改めて見直し，活用すべき。県内のローカル
線や路線バスを組み込んだ県独自の観光パッケージを企画・実行することが必要と考える
がどうか。

⁯ ρχכ◦“ ῟ᴮϬ ϥ ρᵕ

ʾḢΊ כ◦ τνΜο

録画
クリック!!

クリック!!

録画
クリック!!

議員
名簿

クリック!!

議員
名簿

全国旅行支援の実施に当たっては，広域的な周遊を促すため，電車やバスなどの交通付商
品の割引が手厚く措置されており，国が発表した1月以降の取り扱いについても同様の取り扱
いである。

県としては，旅行会社と連携し，バスやレンタカー，旅客船等を利用した商品の造成を促
進することとしており，さらに，鉄道や路線バスなどの利用を図るため，地元市町村やJR等
とも協力して，駅を拠点とするハイキングコースや近隣の周遊コースを造成し，積極的に紹
介するなど，全国旅行支援との相乗効果による需要回復に，しっかりと取り組んでいく。

新型コロナの影響もあり経営状況が芳しくない事業主体もあることから、速やかな
予算執行を望むが、事業者へ交付されるスケジュールをお示しいただきたい。また、
スピード重視という観点では、先議で物価高騰対策関連予算を審議しても良いと思う
が県の認識はどうか。

物価高騰対策の執行に当たっては，迅速に対応しなければならないと認識している。
補助金等の交付については，予算の可決成立後，準備が出来次第，早ければ令和5年1月
上旬から順次交付できるように進める。（知事）

物価高騰対策については，6月，9月でも対応を行っており，その後の諸情勢を踏まえ，
十分に精査すべきと判断した。直前に事業に盛り込むことができた分野もあり，結果と
して，きめ細かな支援につながったと考えている。（総務部長）

目次へ

その他の質疑 予算編成の考え方について
エネルギー・食料品価格等の物価高騰への対応について

その他の質疑 仙台空港関連予算について/盛土対策費について

ἵ ӦԌ
ˢꜛ ˣ
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ˢꜛ ˣ

5 1Ὦ Τϣ ⱳῖ ρᵕ
Ϭ ϘΠ τ ₰ΰθ ρᵕ



▀Ộ ЀІЕ⌡ᾚ◦כ τνΜο

複 合 的 な 生 活 不 安 の 中 ， 特 に 小 規 模 事 業 者 に お い て は 大 変 な 状 況
で あ る が ， 今 回 の 補 正 予 算 の 編 成 意 図 に つ い て 伺 う 。

ま た ， 市 町 村 と 連 携 し 地 域 経 済 を 創 る と い う 姿 勢 が 必 要 と 考 え る
が い か が か 。

ᶆ Ϟ⁯ϒχ├כ◦ Ϭᾁ ρᵕ

Ϭ ֳΰ ▄ᴟϬ“μθ ρᵕ

ᾉ ᶨχ › σ ӗχ πχʼ₈ⱳ ▄χ Ӫ τνΜο

録画
クリック!!

クリック!!

録画

クリック!!

議員
名簿

クリック!!

議員
名簿

今 回 の 補 正 予 算 は ， 国 に お い て 創 設 さ れ た 「 電 力 ・ ガ ス ・ 食 料 品
等 価 格 高 騰 重 点 支 援 地 方 交 付 金 」 を 活 用 し ， 幅 広 い 支 援 策 を 予 算 化
し た も の で あ り ， 県 民 や 事 業 者 か ら の 要 望 を で き る 限 り 反 映 さ せ た 。

ま た ， 市 町 村 と の 連 携 に つ い て は ， 市 町 村 や 各 広 域 行 政 圏 等 の 意
見 や 要 望 に し っ か り 耳 を 傾 け ， 県 の 施 策 に 反 映 で き る よ う 予 算 編 成
を 行 っ て お り ， 引 き 続 き 連 携 し て 地 域 の 課 題 解 決 に 全 力 で 取 組 ん で
い く 。

水産加工業の関係者から，「夏場に大量の魚が入ると，冷凍・冷蔵庫がフル稼働して契約電力
がどんと上がり，使わない時も最大出力で支払いが必要になる『デマンド料金制度』は見直して
ほしい」という強い要望が出されている。知事から東北電力や国に改善を要望していただきたい
がいかがか。

高圧電力契約を結ぶ事業者は直近12か月の最大需要電力量であるデマンド値に基づき基本料金
が設定されるため，季節ごとに電力使用量の差が大きい県内水産加工業者などから制度見直しを
求める声があることは承知している。

一方で，デマンド料金制度については，電力事業者が年間で最も多く使用する電力量に合わせ
供給設備を整備する必要があることから，電力使用者がそれぞれ公平に費用負担するために設計
されているものと聞いている。

県としては，昨今の電力価格の高騰は水産業に大きな影響を及ぼしていることから，各種支援
策や国への要望も含め，幅広に検討し，県内水産加工業者を支援していく。

目次へ

その他の質疑 物価高騰下でのコロナ関連融資の返済について

その他の質疑 物価・エネルギー・生産資材などの各種高騰対策支援の執行手順について

ᴞϙϠΦӦԌ
ˢẶ▀ˣ
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昨 年 6 月 に 泉 区 北 中 山 地 内 の 林 地 開 発 区 域 内 に ク ラ ン ク 及 び 沈 降 が 確 認 さ れ ，
本 年 3 月 の 地 震 ， 7 月 の 大 雨 等 で も 動 き が 見 ら れ た 。

今 後 の ス ケ ジ ュ ー ル と 住 民 の 不 安 を 解 消 す る た め の 住 民 説 明 会 の 在 り 方 を 伺 う 。

₈ῇρϜ ├χ τ Ϭ“Ξ ρᵕ

├ τνΜο

録画
クリック!!

クリック!!

録画

クリック!!

議員
名簿

クリック!!

議員
名簿

開 発 行 為 者 が ， 復 旧 命 令 に 応 じ て い な い こ と か ら ， 行 政 代 執 行 法 に 基 づ く 戒 告
通 知 を 行 い ， 1 2 月 1 6 日 ま で に 復 旧 計 画 書 を 提 出 の 上 ， 根 本 的 な 復 旧 対 策 工 事 に
着 手 す る よ う 求 め て い る と こ ろ で あ る 。 仮 に ， 期 日 ま で に 復 旧 対 策 工 事 に 着 手 し
な い 場 合 に は ， 県 に よ り 可 能 な 限 り 早 期 に 着 手 し ， 令 和 5 年 の 梅 雨 を 迎 え る ま で
に は 災 害 発 生 の リ ス ク 低 減 を 図 る 。

住 民 へ の 説 明 と し て は ， こ れ ま で も 地 域 の 代 表 者 に 対 し て 県 の 対 応 状 況 に つ い
て そ の 都 度 説 明 を 行 っ て お り ， 今 後 と も 対 策 の 節 目 に 丁 寧 な 説 明 を 行 っ て い く 。

生 活 困 窮 世 帯 支 援 費 に つ い て ， 当 初 は 非 課 税 世 帯 に 限 る と さ
れ て い た が ， 県 で は 家 計 急 変 世 帯 を 含 め る こ と に な り 評 価 を し
て い る 。 し か し ， 市 町 村 で は 対 応 が 異 な る と 思 う が い か が か 。

県 で は 家 計 急 変 世 帯 も 対 象 と し て い る と こ ろ で あ る が ， 非 課
税 世 帯 に 対 象 を 限 定 し て い る 市 町 村 が あ る こ と も 承 知 し て い る 。

国 の 経 済 対 策 で 各 種 の 支 援 策 も あ る 中 で ， そ れ ぞ れ の 市 町 村
の 実 情 に 沿 っ て 判 断 さ れ る も の で あ り ， 御 理 解 願 い た い 。
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ḼỘ ẛʾ ọ◦כ τνΜο

全 国 旅 行 支 援 に つ い て ， 宿 泊 事 業 者 に は 説 明 会 が 行 わ れ た が ， 旅 行 業 者 に
は な か っ た よ う で あ り ， 手 続 き の 煩 雑 さ に よ り 事 業 を 推 進 す る 上 で 困 難 さ が
あ っ た と 伺 っ て い る 。 い わ ゆ る 事 務 局 体 制 の 明 確 化 ， 相 談 体 制 の 強 化 が 求 め
ら れ る と 思 う が 所 見 を 伺 う 。

ϙϞΧ▀Ộ ọṐ ρ ὀΰ◦כτ ϛϥ ρᵕ

χếᴟϬ⁯ τ βϥ ρᵕ

ʾḢΊ כ◦ τνΜο

録画
クリック!!

クリック!!

録画
クリック!!

議員
名簿

クリック!!

議員
名簿

全 国 旅 行 支 援 に つ い て は ， 中 小 旅 行 会 社 の 負 担 軽 減 か ら ， 全 国 旅 行 支 援 統
一 窓 口 が 設 置 さ れ た が ， 実 施 主 体 は 各 都 道 府 県 と な っ て お り ， 細 部 に お け る
取 り 扱 い が そ れ ぞ れ 異 な っ て い る 。

そ の た め ， 事 業 開 始 当 初 は 他 県 に 送 客 す る 旅 行 会 社 か ら ， 統 一 窓 口 へ の 問
い 合 わ せ や 相 談 等 が 多 数 寄 せ ら れ ， 回 答 を 得 る の に 時 間 を 要 し た た め ， 業 務
に 支 障 が 出 た 旅 行 会 社 も あ っ た と 承 知 し て い る 。

県 と し て は ， 来 月 か ら の 実 施 の 際 の 全 国 統 一 窓 口 の 体 制 に つ い て ， 個 別 相
談 に 応 じ ら れ る 体 制 の 強 化 な ど ， 国 や 事 務 局 等 に 要 望 し て い く 。

度 重 な る 地 震 や 風 水 害 ， 長 期 化 す る コ ロ ナ 禍 等 に よ り ， 被 災 企
業 は 長 期 的 に 厳 し い 経 営 状 況 が 強 い ら れ て お り ， 被 災 か ら 立 ち 上
が り ， 事 業 経 営 を 軌 道 に 乗 せ ， 将 来 に わ た っ て 事 業 を 発 展 さ せ て
い く た め に も ， 補 助 金 受 給 後 の 事 業 経 営 の 在 り 方 が 重 要 で あ り ，
何 ら か の 公 的 フ ォ ロ ー も 必 要 と 考 え る が 所 見 は ど う か 。

県 で は ， み や ぎ 産 業 振 興 機 構 へ の 補 助 事 業 に よ り ， グ ル ー プ 補
助 金 交 付 事 業 者 や ， 事 業 費 の 自 己 負 担 部 分 を 無 利 子 で 融 資 す る 高
度 化 ス キ ー ム 貸 付 制 度 の 利 用 者 を 対 象 に ， 専 門 家 に よ る 相 談 助 言
事 業 を 行 っ て い る ほ か ， 金 融 機 関 O B 等 に よ る 巡 回 指 導 な ど ， フ ォ
ロ ー ア ッ プ 活 動 を 行 っ て い る 。

今 後 と も ， み や ぎ 産 業 振 興 機 構 と 連 携 し な が ら ， 被 災 事 業 者 に
寄 り 添 っ た 支 援 に 努 め て い く 。
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̓ṳӛ ₰
∞▀χ︡ τνΜο( ṐṀ(ЌУйАЕ )ԁ꜠) σς5Ὧ

̓
≤ Ỹ( УкАϼτΣΪϥ) ỘễӾẤ  χὺ ὓᵊτḩβϥ
ὫτνΜο σς4Ὧ
Ҝζχ χ ⇔τνΜοψάκϣ

̓ṳӛ ₰
ᾤ χ ῐτḩβϥ ☼“ σς12Ὧ
̓ ḻ ₰
♆ ‰ ᶘ  ϒχ ếᴟτḩβϥάρτνΜο σς2Ὧ
Ҝζχ χ ⇔τνΜοψάκϣ

̓ṳӛ ₰
◙ Ḛ ◙χיּ τνΜο(ẋ ᾉἼ ► Ьв˔ЅϯЭ) σς3Ὧ
̓
ẋ ᾉτ βϥ τνΜο σς5Ὧ
Ҝζχ χ ⇔τνΜοψάκϣ

建設企業委員会の様子

̓ṳӛ ₰
ﬞ Ἰ τἰϥᵕ ỲϬ Ϊ︡ϥᾂ χ ṏτḩβϥ

χԁ Ϭᵠ βϥ
̓

5 ᾉ ▄ ότ☼├τḩβϥ τνΜο σς4Ὧ
Ҝζχ χ ⇔τνΜοψάκϣ

̓ṳӛ ₰
›֫ χԁ Ϭᵠ βϥ σς4Ὧ

̓
ʾ Ộʾ ∙▀Ộχ ọτḩβϥ τνΜο σς4Ὧ

Ҝζχ χ ⇔τνΜοψάκϣ

̓ṳӛ ₰
ẋ ᾉ τϢϥזּ῝ χ Ỳ  χ ӪτνΜο σς5Ὧ
̓

ọτḩβϥ τνΜο σς6Ὧ
Ҝζχ χ ⇔τνΜοψάκϣ
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大震災復興調査特別委員会の調査の様子
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4 11Ὦ24 τ ᵓṳπ ӦԌᵓχӦԌχ Υ

Ὠ ʻ τ ӦԌᵓΥᵫ℗ήϦʼ ӦԌ Υ

ήϦϘΰθʻ ṍψ χ Τϣ χΩῇτ ήϦ

ϥ ᵓχᵫᵓχ Ϙππβʻ

ὲӺ ♅ ├Ϟ ᶨ־ ├σςʼḕẽ ᶨ ẉό ὲ

♅ Υ ḚβϥⱧοΜντ‮ ₰ʾ ṳΰϘβʻ

ᾉ“ χ ›Ḽᵊʼᾉχ ▄ʼ ʼ ʼ←ᵲ ├ʼῲ σ

ςʼ ʼ ọʾḾṐḚ ʼḼᵊ ẉό ộ ότ ấḚ

ӦԌᵓʼ ⱧӦԌᵓẉόḗ₰ӦԌσςπ ḚβϥⱧ‮ ότ

χ ӦԌᵓχ Ḛτ ΰσΜⱧοΜντ‮ ₰ʾ ṳΰϘβʻ

委 員
天下 みゆき
共産＝塩釜

委 員
安藤 俊威

自民＝白石・刈田

委 員
佐々木 喜藏

自民＝石巻・牡鹿

委 員
金田 もとる
共産＝青葉

委 員
石川 光次郎
自民＝宮城野

委 員
ゆさ みゆき

県民の声＝青葉

委員長
佐々木 賢司
自民＝大崎

副委員長
瀨戸 健治郎
自民＝栗原

委 員
佐々木 功悦

県民の声＝遠田

委 員
渡辺 忠悦

無所属の会＝登米

委 員
遠藤 伸幸
公明＝青葉

委 員
松本 由男

自民＝宮城野

委 員
外崎 浩子
自民＝泉

委 員
畠山 和純

自民＝気仙沼・本吉

委員長
庄田 圭佑
自民＝泉

副委員長
伏谷 修一

自民＝多賀城・七ヶ浜

委 員
岸田 清実

社フォ＝太白

委 員
仁田 和廣

無所属＝多賀城・七ヶ浜

委 員
わたなべ 拓
自民＝太白

委 員
佐藤 剛太
自民＝岩沼
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▀ỘϞ Ộʼ ▀ʼ Ộ ọσς ẉό ▀ χ

τ βϥⱧ‮ ότᵤỸẫỘ ӦԌᵓẉό ẫ Ḛ Ӧ

Ԍᵓχ Ḛτ βϥⱧοΜντ‮ ₰ʾ ṳΰϘβʻ

ӽὊↄχᶨ ᴟϞᾼ ├σςʼὊↄ ῬḢΊ χ τ

βϥⱧ‮ ότ ӦԌᵓχ Ḛτ βϥⱧοΜντ‮ ₰ʾ

ṳΰϘβʻ

委 員
藤倉 知格

自民＝富谷・黒川

委 員
菊地 恵一
自民＝大崎

委 員
境 恒春

県民の声＝気仙沼・本吉

委員長
村上 久仁
自民＝名取

委 員
吉川 寛康

21世紀ク＝青葉

委員長
横山 のぼる
公明＝太白

副委員長
福井 崇正
自民＝青葉

委 員
佐々木 奈津江

県民の声＝宮城野

委 員
櫻井 正人
自民＝宮城

委 員
高橋 啓

自民＝加美

委 員
三浦 一敏

共産＝石巻・牡鹿

委 員
太田 稔郎

県民の声＝名取

委員長
守屋 守武

自民＝気仙沼・本吉

副委員長
渡邉 重益
自民＝亘理

委 員
枡 和也

県民の声＝柴田

委 員
熊谷 義彦

社フォ＝栗原

委 員
高橋 宗也

自民＝東松島

委 員
池田 憲彦

自民＝石巻・牡鹿

委 員
中島 源陽
自民＝大崎
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ễӾ“ τḩβϥ☼├χḼᵊ ӛϞὕ╔Ộ σςʼễӾӦԌᵓ

ẉό῝ӗӦԌᵓχ Ḛτ βϥⱧοΜντ‮ ₰ʾ ṳΰϘβʻ

ʼᴱ ʼ  σςχ ʾӲⱱḚ Ϟῲӽ ⱧỘχὊְ

Ḛ σςʼ χ τ βϥⱧ‮ ότḼỘộẉό ӦԌ

ᵓχ Ḛτ βϥⱧοΜντ‮ ₰ʾ ṳΰϘβʻ

委 員
佐藤 仁一

県民の声＝大崎

委 員
福島 かずえ
共産＝若林

委 員
大内 真理

共産＝宮城野

委員長
横山 隆光

自民＝白石・刈田

副委員長
伊藤 吉浩
自民＝登米

委 員
本木 忠一

自民＝石巻・牡鹿

委員長
遠藤 隼人
自民＝泉

委 員
石田 一也

県民の声＝太白

委 員
伊藤 和博
公明＝泉

委 員
渡辺 勝幸
自民＝若林

委 員
中山 耕一

自民＝富谷・黒川

副委員長
八島 利美

自民＝角田・伊具

委 員
坂下 賢

県民の声＝石巻・牡鹿

委 員
三浦 ななみ

県民の声＝若林

委 員
佐々木 幸士
自民＝太白

委 員
中沢 幸男
自民＝青葉

委 員
菅間 進

無所属の会＝青葉

委 員
髙橋 伸二
自民＝柴田

委 員
柏 佑賢

自民＝塩釜



4 12Ὦ14 χ ᵓṳπ ΥṳὨ
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←Τϣχ ẛʾ ọχḁ τΰΪοʼᾝ χᴿ

Ϭ βϥρρϜτʼ Ằ ԁᾖ◓ Ⱨᾮ

τṞԍβϥ ϬψαϛʼⱲḧχὊᵃρρϜτᾒ∕ᴟʾ

⁭ᴟβϥήϘίϘσᴿ τ ΰο ớ τ ₰Ϭ“ΜϘβʻ

委員長
本木 忠一

自民＝石巻・牡鹿

副委員長
熊谷 義彦

社フォ＝栗原

委 員
佐々木 奈津江

県民の声＝宮城野

委 員
大内 真理

共産＝宮城野

委 員
渡邉 重益
自民＝亘理

委 員
高橋 宗也

自民＝東松島

委 員
守屋 守武

自民＝気仙沼・本吉

委 員
石川 光次郎
自民＝宮城野

委 員
畠山 和純

自民＝気仙沼・本吉

委 員
ゆさ みゆき

県民の声＝青葉

委 員
伏谷 修一

自民＝多賀城・七ヶ浜

委 員
渡辺 勝幸
自民＝若林

委 員
三浦 一敏

共産＝石巻・牡鹿

委 員
遠藤 伸幸
公明＝青葉

委 員
佐藤 剛太
自民＝岩沼

目次へ



目次へ

ДЅЌиᴟτϢϥ ӽχᴿ ᵔὨʾᶨ τḩβϥ ☼├ʼ

ДЅЌиּזᵓϬ◦Πϥ ∙χӾ ʾᶎ τḩβϥ ☼├ʼДЅЌ

иДНϱЖχᵔ τΰΪθ ᴿ τνΜο ₰Ϭ“ΜϘβʻ

◕ίρᵃ χῖ Ἱ ʼ χӲⱱʼᶨ ʼ ӽᶨ

τΰΪθ ⱳῖ χ∕Ϥ τνΜο ₰Ϭ“ΜϘβʻ

委員長
佐藤 仁一

県民の声＝大崎

委 員
遠藤 隼人
自民＝泉

委 員
太田 稔郎

県民の声＝名取

委 員
佐々木 幸士
自民＝太白

委 員
岸田 清実

社フォ＝太白

副委員長
柏 佑賢

自民＝塩釜

委 員
天下 みゆき
共産＝塩釜

委 員
伊藤 和博
公明＝泉

委 員
佐々木 賢司
自民＝大崎

委 員
中山 耕一

自民＝富谷・黒川

委 員
佐々木 喜藏

自民＝石巻・牡鹿

委員長
菅間 進

無所属の会＝青葉

委 員
わたなべ 拓
自民＝太白

委 員
伊藤 吉浩
自民＝登米

副委員長
三浦 ななみ

県民の声＝若林

委 員
庄田 圭佑
自民＝泉

委 員
境 恒春

県民の声＝気仙沼・本吉

委 員
福井 崇正
自民＝青葉

委 員
安藤 俊威

自民＝白石・刈田

委 員
仁田 和廣

無所属＝多賀城・七ヶ浜
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‛ ʾ—⌠ ṏ χᶨ τḩβϥ ☼├ʼἋΦᴪ

χᶨ τḩβϥ ☼├τνΜο ₰Ϭ“ΜϘβʻ

ῢᾚ ᵓτΣΪϥזּ ᶎ τΰΪθ☼├ʼẐ Ẑ χЬ

ІЫАЎᵔ τΰΪθ☼├ʼῇὋּיӾ τΰΪθ☼├ʼὫₒʼ

ʼ ▀ʼ◓ӾοτΣΪϥ◦כ├ʼ▫Ⱨρ◓Ӿοχ τΰΪθ

τνΜο├כ◦ ₰Ϭ“ΜϘβʻ

委 員
枡 和也

県民の声＝柴田

副委員長
金田 もとる
共産＝青葉

委 員
松本 由男

自民＝宮城野

委 員
藤倉 知格

自民＝富谷・黒川

委員長
村上 久仁
自民＝名取

委 員
吉川 寛康

21世紀ク＝青葉

委 員
坂下 賢

県民の声＝石巻・牡鹿

委 員
八島 利美

自民＝角田・伊具

委 員
高橋 啓

自民＝加美

委 員
佐々木 功悦

県民の声＝遠田

委 員
横山 のぼる
公明＝太白

委員長
櫻井 正人
自民＝宮城

委 員
中沢 幸男
自民＝青葉

副委員長
石田 一也

県民の声＝太白

委 員
横山 隆光

自民＝白石・刈田

委 員
福島 かずえ
共産＝若林

委 員
瀨戸 健治郎
自民＝栗原

委 員
中島 源陽
自民＝大崎

委 員
外崎 浩子
自民＝泉
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̔ ἷЀкЗϳϱиІχḇ ♁τνΜο
傍聴される皆様におかれましては，検温や手指の消毒に

御協力いただきますとともに，マスクを着用するなど，新
型コロナウイルスの感染防止に御協力くださいますようお
願いいたします。

▽お問い合わせ先 宮城県議会事務局総務課
TEL  022(211)3571

̔Ш˔ЭЧ˔Ѕχέӛ
定例会の日程や会議録等をご覧いただけます。

̔ṳᵓ Ὃχέӛ
スマートフォンやタブレット端末でも議会

中継・録画をご覧いただけます。

ᾉṳᵓΤϣχΣ ϣδ

11Ὦ ᵓπṳὨΰθṳӛ

ϳϴУ ϙϞΧᾉṳᵓιϢϤϒχ
ῈӪᾋʾῈḇ ϬΣṄδΨιήΜ

宮城県議会事務局政務調査課〒980－8570 仙台市青葉区本町3丁目8番1号

TEL 022(211)3592 FAX  022(211)3598 Ｅメール gtyosas@pref.miyagi.lg.jp

宮城県議会

宮城県議会 中継

(1) ṳˢᴦὨ2Ὧˣ
「宮城県議会の保有する個人情報の保護に関する条例」
「県議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例」

(2 )Ӫ ᾋ ˢᴦὨ2Ὧˣ
「帯状疱疹ワクチンの定期接種化を求める意見書」
「災害復旧及び防災・減災，国土強靭化の推進に必要な予算の確
保を求める意見書」

(3) Ⱨ ṳӛˢᴦὨ29Ὧʼ Ӫ1Ὧˣ
「令和4年度宮城県一般会計補正予算」
「個人情報の保護に関する法律施行条例」
「核燃料税条例」
「フレックスタイム制の導入に伴う関係条例の整備に関する条例」
「情報公開条例の一部を改正する条例」
「事務処理の特例に関する条例の一部を改正する条例」
「申請等の受理の特例に関する条例の一部を改正する条例」
「当せん金付証票の発売限度額について」
「指定管理者の指定について（宮城県慶長使節船ミュージアム）」
「指定管理者の指定について（閖上漁港の指定施設（護岸及び物揚
場横泊地並びに物揚場横泊地））」
「地方独立行政法人宮城県立病院機構が達成すべき業務運営に関す
る目標を定めることについて」
「宮城県道路公社による有料道路の料金変更の同意について」
「財産の取得について（情報通信機器（タブレット端末等）一式）」
「土地利用審査会委員の任命につき同意を求めることについて」
など

11Ὦ ᵓṳ Ṝּיᵓᾋχ ◓
議長記者会見の内容はάκϣ
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